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活動情報や写真、イベントの予定などをお送りください。 

提供していただいた情報は随時ホームページに掲載さ 

せていただきます。 

団　体　名

代 表 者 名

設立年月日 平成 17 年 12 月 4 日

会　員　数 名

ホームページアドレス

20

五感による河川環境指標の状況（※この団体による評価）

・清掃美化活動

・水質調査、自然観察会

・環境保全啓発活動（パネル展示等）

主な活動場所

主な活動内容

活動状況・成果等（写真）

笹目川の環境を守る会

渡部　郷

・笹目川両岸（起点～水辺公園橋）

河川名：笹目川（水辺公園橋下流200ｍ付近H24/6）

（一言コメントをお願いします！） ・感潮河川のため、満潮時及びその前後は

「水の流れ」が停滞し、浄化をさまたげている。 ・外来種を含め、多様な植
物が繁茂している。 ・護岸の草刈りや遊歩道の除草が行われると景観は

一段と美しくなり散策する人も多い。

 

  

創刊号（平成25年1月8日発行）

 

                     

 

 

平
成
２４
年
１２
月
末
現
在
、
川
の
国
応
援
団
登
録
数
は
４
８
３
団
体

で
す
。
県
内
全
市
町
村
に
登
録
団 

体
が
あ
り
、
活
発
な
川
の
再
生
活 

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

清
掃
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る 

団
体
、
水
生
生
物
や
川
の
水
質
を 

定
期
的
に
調
査
し
て
い
る
団
体
、 

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し 

た
環
境
学
習
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ 

て
い
る
団
体
な
ど
、
活
動
内
容
は 

様
々
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が 

各
地
域
の
特
徴
に
あ
わ
せ
た
活
動 

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

団
体
の
中
に
は
、
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
団
体
が
あ
る
一
方
、
活
動

を
始
め
た
ば
か
り
で
活
動
内
容
や
運
営
な
ど
で
苦
労
し
て
い
る
団
体

も
あ
り
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
団
体
は
、
苦
労
し
て
い
る
団
体
の
実
情
や

活
動
地
域
の
特
徴
に
耳
を
傾
け
、
親
身
に
な
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
団
体
同
士
が
共
に
支
え
合
い
、
共
に
助

け
合
う
「共
助
」の
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

県
で
は
、
川
の
国
応
援
団
を
中
心
と
し
た
団
体
同
士
の
「
共
助
に
よ

る
川
の
再
生
」を
推
進
す
る
た
め
、
団
体
情
報
の
発
信
や
情
報
共
有
な

ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
平
成
２４
年
４
月
１
日
に
環
境
部
が
所
管
し
て
い
た
「
彩
の
国
水
す
ま

し
ク
ラ
ブ
」と
県
土
整
備
部
が
所
管
し
て
い
た
「水
辺
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
統
合
し
、
「
川
の
国
応
援
団
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。 

 
 

「
川
の
国
応
援
団
」 

 
 

 
 

 

活
動
拡
大
中
！ 

団
体
の
活
動
場
所
に

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
ま
す
。 

  マークをクリックすると団体の詳細な情報

を確認することができます。 

 
 

平
成
２５
年
２
月
３
日
（日
）
に
「川
の
再
生
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
。 

 
 

ふ
る
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。
（詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
） 

 

 
 

今
年
度
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
内
容
を
充
実

さ
せ
、
よ
り
一
層
多
く

の
情
報
を
得
や
す
い
よ

う
に
し
ま
し
た
！ 

 

ぜ
ひ
御
活
用
く
だ
さ

い
。 

<

地
図
情
報
の
活
用> 

 

地
図
上
で
団
体
の
活

動
場
所
が
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。  

 

さ
ら
に
、
団
体
の
詳
し

い
情
報
も
掲
載
し
、
情

報
共
有
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

                  

＜掲載例＞ 

 

 
よみがえれ元荒川の会（蓮田市） 

 による環境学習の様子 

 
埼玉県のマスコット 

コバトン 

 

 
お知らせ 
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～
川
の
再
生
地
域
交
流
会
と
は
～ 

 

川
の
再
生
地
域
交
流
会
は
、
川
の
国

応
援
団
を
中
心
と
し
た
地
域
の
団
体
が
、

自
ら
企
画
立
案
か
ら
運
営
ま
で
を
行
う

も
の
で
す
。
地
域
交
流
会
を
と
お
し
て
、

団
体
の
自
立
自
尊
の
活
動
を
活
発
に
す

る
と
と
も
に
団
体
同
士
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

平
成
２４
年
度
は
、
本
庄
市
、
東
松
山

市
、
三
郷
市
の
３
箇
所
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

「川
の
再
生
地
域
交
流
会
in
本
庄
」 

【熊
谷
の
環
境
を
考
え
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

連
絡
協
議
会
（埼
河
連
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
里 

徳
郎
】 

 

毎
年
、
県
が
主
催
し
、
県
内
の
団
体
や

個
人
が
参
加
す
る
川
の
再
生
交
流
会
も

昨
年
で
１８
回
を
重
ね
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

県
民
の
川
辺
周
辺
の
環
境
に
興
味
を
持

つ
意
識
が
高
ま
っ
て
来
て
い
る
こ
と
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
河
川
関
連
の
地
域

文
化
の
継
承
に
と
っ
て
は
重
要
な
意
味

を
持
ち
ま
す
。 

 

川
の
再
生
交
流
会
で
は
、
地
域
の
情

報
を
共
有
し
よ
う
と
活
動
の
事
例
発
表

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら

問
題
点
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

地
域
独
自
の
活
動
が
あ
り
、
県
内
全
域

で
共
通
し
た
活
動
を
行
う
と
い
う
の
は

難
し
く
、
せ
っ
か
く
の
事
例
発
表
で
も

あ
ま
り
参
考
に
な
ら
な
い
事
も
あ
る
と

い
う
問
題
点
で
し
た
。 

 

そ
う
い
っ
た
事
情
を
察
知
し
た
心
あ

る
市
民
数
人
が
声
を
あ
げ
て
、
平
成
２０

年
に
埼
玉
県
河
川
環
境
団
体
連
絡
協
議

会
（
通
称
：
埼
河
連
）
を
設
立
し
、
行
政

と
個
々
の
団
体
と
の
橋
渡
し
役
を
引
き

受
け
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
昨
年
か
ら
埼
河
連
が
中
心

と
な
り
、
各
団
体
の
共
通
意
見
が
ま
と

ま
り
や
す
い
地
域
ご
と
で
川
の
再
生
地

域
交
流
会
を
開
催
す
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
地
域
交
流
会
は
県
が
主
催
の
事
業

で
す
が
、
現
地
の
運
営
な
ど
は
埼
河
連

や
地
元
の
団
体
が
担
当
で
す
。
私
が
担

当
し
た
本
庄
市
で
行
わ
れ
た
地
域
交
流

会
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。 

 

１０
月
２４
日
（
水
）
、
午
後
１
時
に
始
ま

り
、
総
勢
２８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
、
市
内
を
流
れ
る
元
小
山
川

を
見
学
し
な
が
ら
埼
河
連
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
川
・ま
ち
・
人
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
ズ
」
の
真
下
氏
が
現
地
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
説
明
で
は
、
以
前

は
ど
ぶ
川
で
あ
っ
た
元
小
山
川
が
活
動

で
立
派
に
よ
み
が
え
り
、
今
で
は
散
歩

道
な
ど
の
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

現
地
見
学
後
に
は
本
庄
市
役
所
職
員

厚
生
室
に
移
動
し
事
例
発
表
な
ど
が
行

わ
れ
、
➀
五
感
に
よ
る
河
川
環
境
指
標

の
ま
と
め
を
行
い
、
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー

ト
が
○
に
近
い
結
果
で
あ
る
こ
と
を
確

認
➁
市
の
担
当
職
員
か
ら
は
、
現
在
進

め
て
い
る
「
川
の
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
説
明
➂
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
川
・

ま
ち
・人
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
ズ
」の
大
塚

氏
か
ら
は
、
「
人
と
川
の
関
係
性
の
再

構
築
」
と
題
し
て
川
の
ユ
ー
ザ
ー
作
り

の
視
点
か
ら
、
活
動
を
始
め
た
頃
に
参

加
し
て
い
た
小
学
生
が
、
今
で
は
立
派

に
な
っ
て
川
辺
に
戻
っ
て
き
て
、
活
動

に
参
加
し
て
い
る
模
様
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。 

 

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
後
、
地
域
交

流
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

            

「川
の
再
生
地
域
交
流
会
in
東
松
山
」 

【ま
ち
づ
く
り
楽
会
（埼
河
連
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
本 

正
史
】 

 

川
の
再
生
地
域
交
流
会
in
東
松
山
を

１１
月
１７
日
（土
）に
開
催
し
ま
し
た
。 

 

主
な
内
容
は
、
東
松
山
市
街
地
を
流

れ
る
市
野
川
散
策
、
基
調
講
演
と
質
疑

応
答
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

集
合
は
、
県
内
各
地
の
団
体
が
参
加

す
る
た
め
東
松
山
駅
集
合
と
市
内
や
近

郷
の
方
が
集
ま
り
や
す
い
市
役
所
集
合

の
２
箇
所
に
分
け
、
そ
こ
か
ら
市
野
川

小
学
校
ま
で
移
動
し
ま
し
た
。 

  

市
野
川
散
策
で
は
、
水
辺
環
境
は
良

い
も
の
の
、
家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
が

あ
ち
こ
ち
で
入
り
込
む
た
め
、
水
質
は

そ
れ
ほ
ど
良
く
な
い
こ
と
を
説
明
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
活
動
に
習
熟
し
た

方
が
多
か
っ
た
た
め
か
、
理
解
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

基
調
講
演
で
は
、
後
藤
真
太
郎
立
正

大
学
教
授
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
生
態

地
と
林
相
地
と
の
関
係
、
ど
の
よ
う
な

林
に
棲
ん
で
い
る
か
な
ど
環
境
と
生
態

を
動
的
に
、
地
図
に
落
と
せ
る
手
法
で

見
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
河
川
を
管
理
す
る
東
松
山

県
土
整
備
事
務
所
及
び
生
活
排
水
対
策

な
ど
に
取
り
組
む
東
松
山
環
境
管
理
事

務
所
の
担
当
者
に
も
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

～４８３団体が県内各地で活動中！～ 

 今回は、昨年１０月～１１

月にかけて県内３箇所で開

催された、「川の再生地域交

流会」の企画・運営に携わら

れた方々からの報告です。 

活動報告 

 
元小山川現地見学の様子（本庄市） 
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市
野
川
は
県
西
地
区
を
流
れ
る
河
川

で
す
が
、
生
活
排
水
が
流
域
の
各
所
で

入
り
込
む
た
め
、
県
西
地
区
で
は
珍
し

く
、
類
型
指
定
状
況
が
、
下
か
ら
３
番

目
の
Ｃ
類
型
（Ｂ
Ｏ
Ｄ
５m

g
/L

以
下
）の

河
川
で
す
。
参
加
者
か
ら
も
「風
景
は

と
て
も
綺
麗
だ
が
、
川
が
汚
れ
て
い

た
。
」と
い
っ
た
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
状
況
に
対
し
、
多
く
の
関
係
機
関

を
交
え
て
話
し
合
い
が
で
き
た
こ
と
は

意
義
あ
る
交
流
会
で
あ
っ
た
と
言
え
ま

す
。  

 

残
念
な
こ
と
は
、
質
疑
応
答
と
交
流

の
時
間
が
少
な
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。 

 

地
域
で
集
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
場

所
が
近
い
（参
加
団
体
は
東
武
東
上
線

沿
線
の
団
体
が
多
か
っ
た
）
だ
け
に
、

今
後
の
団
体
同
士
の
交
流
も
期
待
で
き
、

来
年
度
以
降
も
地
域
交
流
会
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

             

「川
の
再
生
地
域
交
流
会
in
三
郷
」 

【戸
田
の
川
を
考
え
る
会
（埼
河
連
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
石 

昌
男
】 

 

１１
月
８
日
（
木
）
、
三
郷
市
の
大
場
川

の
見
学
と
「
三
郷
の
川
を
き
れ
い
に
す

る
会
」と
「大
場
川
浮
上
ゴ
ミ
を
な
く
す

会
」
を
訪
問
す
る
川
の
再
生
地
域
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

市
民
団
体
か
ら
３０
名
、
三
郷
市
と
県

か
ら
も
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
２
つ
の
会
を
中
心
と
し
て
、
５

月
か
ら
準
備
が
行
わ
れ
、
３
回
の
準
備

会
を
経
て
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 
２
つ
の
会
も
初
め
て
の
体
験
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
当
日
は
、
よ
く
準
備

が
さ
れ
て
い
て
進
行
も
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

大
場
川
の
見
学
で
は
、
青
空
の
下
、
川

沿
い
約
３
ｋ
ｍ
を
散
策
し
ま
し
た
。 

 

見
学
後
は
、
三
郷
市
立
ピ
ア
ラ
シ
テ

ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
に
場
所
を
移
し
て
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
つ
の
会
か

ら
の
発
表
も
素
晴
し
く
、
普
段
の
活
動

の
様
子
や
苦
労
さ
れ
て
い
る
様
子
が
良

く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
水
辺

に
生
え
て
く
る
ア
シ
な
ど
の
植
物
対
策

に
は
苦
労
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、

他
の
地
域
で
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
参
加
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
「
三
郷
に
来
た
の
は
始
め

て
。
」
と
い
う
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
普

段
と
は
違
っ
た
体
験
が
で
き
た
こ
と
で

し
ょ
う
。 

 

三
郷
市
は
県
の
東
部
に
位
置
し
、
農

業
用
水
と
排
水
路
が
何
本
も
あ
り
、
そ

の
水
が
江
戸
川
、
中
川
へ
と
流
れ
こ
み
、

冬
期
に
は
、
ほ
と
ん
ど
水
量
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
特
徴
が
あ
る
土
地

だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
高
速
道
路
の
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
、
浄
水
場
や
下
水
処
理

場
な
ど
が
建
設
さ
れ
、
開
発
が
進
ん
で

い
ま
す
。 

 

ま
ち
づ
く
り
と
環
境
整
備
の
調
和
を

構
築
し
て
い
く
上
で
、
川
を
め
ぐ
る
市

民
活
動
が
１
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ

て
行
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
元
の
団
体
の

活
躍
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
団
体
同
士
の
連
携
を

深
め
、
協
力
の
輪
を
広
げ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

              

 

 県内全域を対象にした交流会を開催します。普段

の活動の事例発表や、初心者向けからベテラン向け

まで幅広いテーマを設定した分科会を行います。川の

再生活動のレベルアップを目指す人、活動の輪を広

げたい人、誰でも参加大歓迎です。 
 

日時 平成２５年２月３日（日） １０：００～１６：００ 
 

場所 埼玉会館（浦和駅下車徒歩６分） 
 

申込 申込書を水環境課に提出 

    （申込書はホームページに掲載しています。） 

川の国応援団大集合！川の再生交流会 

 

 

 

 

スケジュール 
10:00  開会（オープニングコーラス） 

10:10  川の国埼玉フォトコンテスト表彰式 

10:35  川の国応援団美化活動団体感謝状贈呈式 

10:55  川の国応援団ガンバロウ宣言 

11:10  川の再生活動事例などの発表 

13:00～15:00  分科会 

  第１分科会 ✽ 始めの一歩～川の国応援団はじめます～ 

  第２分科会 ✽ アユがすめる川づくり 

  第３分科会 ✽ 浄化槽にやさしいマナー～川をきれいにするために～ 

  第４分科会 ✽ 川の好感度チェック～五感による川の調査～ 

  第５分科会 ✽ 多自然川づくり～子供が遊べて魚がすめる川づくり～ 

  第６分科会 ✽ にぎわいの川づくり～まちづくり・文化・歴史・教育～ 

15:20  各分科会代表者発表 

16:00  閉会 

「五感による河川環境指標」を用いて大場川を

観察している様子（三郷市） 

意見交換の様子（東松山市） 
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川
の
再
生
活
動
で
お
悩
み
の
皆
さ
ん
、
「
川
の
国
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」が
皆
さ
ん
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。 

 
 ○

ど
ん
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
？ 

 
 

→ 

団
体
の
運
営
や
効
率
的
な
活
動
を
行
う
た
め
の
ア 

 
 

 
 

ド
バ
イ
ス
、
環
境
学
習
の
講
師
な
ど
の
支
援
を
受
け 

 
 

 
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

○
川
の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
ど
ん
な
人
が
い
る
の
？ 

 
 

→ 

川
の
国
埼
玉
検
定
で
上
級
合
格
さ
れ
た
方
が
登
録 

 
 

 
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
川
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
な
く 

 
 

 
 

経
験
も
豊
富
で
す
。 

○
支
援
を
受
け
る
に
は
ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
な
の
？ 

 
 

→ 

ま
ず
、
水
環
境
課
に 

 
 

 
 

ど
の
よ
う
な
支
援
を 

 
 

 
 

受
け
た
い
か
御
相
談 

 
 

 
 

く
だ
さ
い
。
御
希
望
に 

 
 

 
 

そ
っ
た
川
の
国
ア
ド 

 
 

 
 

バ
イ
ザ
ー
を
御
紹
介 

 
 

 
 

し
ま
す
。
な
お
、
支
援 

 
 

 
 

内
容
に
つ
い
て
は
、 

 
 

 
 

御
希
望
さ
れ
た
団
体 

     

と
川
の
国
ア
ド
バ
イ 

     

ザ
ー
で
詳
細
な
内
容 

     

等
を
決
め
て
い
た
だ 

     

き
ま
す
。 

○
お
金
は
か
か
る
の
？ 

 
 

→ 

講
師
の
派
遣
料
や
謝
金
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。 

 

川
の
国
埼
玉
検
定
（
中
・
上
級
編
）
を
１２
月
１
日
（
土
）
に

さ
い
た
ま
共
済
会
館
で
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
回
で
３
回
目
の
開
催
と
な
り
、
２５
名
が
受
検
し
ま
し

た
。 

 

出
題
内
容
は
、
埼
玉
県
の
水
環
境
や
歴
史
、
河
川
に
関
す

る
法
律
な
ど
、
出
題
方
式
は
、
択
一
式
の
３０
問
。  

 

当
日
は
、
事
前
に
配 

布
し
た
テ
キ
ス
ト
を 

も
と
に
埼
玉
県
環
境 

科
学
国
際
セ
ン
タ
ー 

研
究
員
に
よ
る
講
義 

が
行
わ
れ
、
そ
の
後 

に
検
定
を
実
施
し
ま 

し
た
。 

 

検
定
の
合
格
基
準
は
、 

正
解
率
８０
％
以
上
で 

上
級
、
６０
％
以
上
で 

中
級
。
今
回
の
検
定 

で
は
１６
名
が
上
級
に 

合
格
、
７
名
が
中
級
に 

合
格
と
い
う
結
果
で
し
た
。 

 

上
級
合
格
者
の
方
々
に
は
、
「
川
の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

の
登
録
依
頼
を
行
い
、
御
了
解
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
「
川

の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
、
地
域
で
開
催
さ
れ
る
環

境
学
習
の
講
師
な
ど
と
し
て
、
川
の
国
応
援
団
な
ど
の
団

体
の
活
動
支
援
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

  

五
感
に
よ
る
河
川
環
境
指
標
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
な

ど
の
数
値
で
は
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
河
川

環
境
を
評
価
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

 

特
別
な
技
術
や
器
具
が
な
く
て
も
五
感
を

と
お
し
て
、
身
近
な
河
川
環
境
を
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

ま
だ
活
用
し
た
こ
と
が
な
い
団
体
の
皆
さ

ん
は
ぜ
ひ
御
活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
や
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

す
で
に
活
用
さ
れ
て
い
る
団
体
の
皆
さ
ん

は
、
今
後
も
継
続
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

活
動
の
成
果
の
評
価
に
御
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
指
標
の
評
価
結
果
は
水
環
境
課
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。
い
た
だ
い
た
結
果
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
団
体

同
士
で
の
情
報
共
有
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
活
動
時
の
写
真
等
が
あ
れ
ば
、
あ
わ

せ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
御
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

「五
感
に
よ
る
河
川
環
境
指
標
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

を
御
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

発行 埼玉県環境部水環境課 
 

〒330-9301   

さいたま市浦和区高砂3-15-1 

                （第3庁舎1階） 

ＴＥＬ：０４８－８３０－３０８８ 

ＦＡＸ：０４８－８３０－４７７３ 

E-mail：a3070-03@pref.saitama.lg.jp 
 

 ☆活動予定や活動報告などをお

寄せください。 

 ☆資材の提供や貸出等の御希望

があれば御相談ください。 

 ☆連絡先等の変更があれば御連

絡ください。 

川の国応援団のＨＰ 

http://www.pref.saitama.lg.jp/site/

kawanokuniouendan/ 

川
の
国
埼
玉
検
定
（
中
・
上
級
編
） 

 
 

 
 

 
 

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

 
検定の様子 

手続きの流れ 
川の国アドバイザー  派遣依頼団体   水環境課 

    

 

⑥実績報告書提出 

③派遣申請書提出 

④支援内容の調整 

①電話で連絡 

②日程調整 

⑤支援 

 

川
の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を 

 
 

 
 

 
 

 

御
活
用
く
だ
さ
い
。  

 

 

 


